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WGのご紹介

• 2004年度Webセキュリティ調査・検証WGとして発足

• 2004年度の活動
– 主として攻撃方法とその対策の調査検証

• 2005年度の活動
– WebアプリケーションセキュリティWGへ名称変更
– 啓発コンテンツ、受発注ガイドラインの検討等を行う

• 2006年度の活動
– ケーススタディによるWebセキュリティ向上コンテンツの作成開始
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2007年度の目標

• 2006年度の継続として、以下の啓発コンテ
ンツを作成完了させる

「ケーススタディによる

安全なWebサイト構築と運用」
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コンテンツの対象・目的

• 対象
– ユーザ企業
– 主として中小規模をターゲット

• 目的
– Webサイトのライフサイクル全般において、
セキュリティの重要性への理解を深める

Webアプリケーションセキュリティの
認知向上にご利用ください
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WGの進め方

• 1～2か月に一度のWG開催
（合計８回開催）

• Webサイトのライフサイクルにあわせ、各
フェーズをリレー方式で執筆、メンバーML
で内容をレビュー、リリース
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コンテンツ

• JNSA商事がWebサイトを新たに作るというケースを想定
• どのサイトにも標準的にある可能性が高い、「Webでの問
い合わせ」「人材募集」をターゲットとした

• 上記のWebサイトを作るために、各サイクルでJNSA商事
が行ったこと、その問題点と対策をそれぞれに記述

• 本編の流れは以下の通り
１．企画編
２．設計編
３．テスト編
４．運用編

詳細はセキュリティ製品バイヤーズガイドへ！

ケーススタディによる安全なWebサイト構築と運用
http://buyers.networkworld.jp/security/
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コンテンツの反省点

• 概要が中心で、詳細なレベルでの問題洗い出し、
対策提示が足りなかった

• 各フェーズの文章ごとに、それぞれ挙げている項
目の粒度が異なってしまった（リレー方式の難し
さ）

• 主として文章で構成されており、図や絵を多様で
きなかったため、ぱっと見わかりにくい

• 書き手のバックグラウンドによってこだわるポイ
ントが異なり、解説やストーリーに偏りが出る

• 開発系の話もできれば入れたほうが良かった
• 宣伝がいまひとつ不足していた
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まとめ

• 今回ケーススタディという形をとることで、
中小規模のユーザ企業が比較的身近に
セキュリティを感じることができるコンテン
ツができた

本コンテンツがユーザ企業のWebセキュリティ
向上のヒントになれば幸いです


